
（別添資料１）

事業所名 児童発達⽀援つむぎ 作成⽇ 令和6 年 4 ⽉ 1 ⽇

法⼈（事業所）理念 「⼀⼈ひとりの⼦どもの輝きのために」みんなの笑顔を絆で結び、どこまでも輝く未来を共につむいでいこう︕

⽀援⽅針

「できた︕」「やった︕」「楽しい︕」「うれしい︕」「わかった︕」「なぜ︖」⼦どもたちの成⻑につながる⼤事な気持ち。
そんな発⾒⼒やチャレンジする気持ち、成功体験、⾃⼰肯定感、知的好奇⼼といった⼤切な⼒を運動・認知・コミュニケーション・⾝辺⾃⽴の観点から育んで
いきます。
⼦ども⼀⼈ひとりの思いを⼤切に、⼩集団の療育プログラムを中⼼に、楽しく取り組める活動を⾏っています。

営業時間 9 時 30 分か
ら 13 時 0 分ま

で 送迎実施の有無 あり

⽀ 援 内 容

本
⼈
⽀
援

健康・⽣活 スケジュールを視覚的にわかりやすく掲⽰し、気持ちや⾏動がスムーズに切り替えられるように⽀援しています。
⾷事や着替え、排泄などの⾃⽴を促し、様々な⽣活場⾯での動作を⼀⼈でやり切れるよう⽀援します。

運動・感覚 ⼤型遊具遊びや様々な運動遊具を使ったサーキットコースなどの運動プログラムを提供し、体を⽀える⼒を⾝につけられるよう⽀援しています。
お箸の操作やボタンかけなど、⽣活場⾯で必要な⼿先の⼒をつけるプログラムを提供しています。

認知・⾏動 学習の基礎となる⾔葉、数、分類などの概念形成を促すために、遊びの中で⽂字や数字、形の操作に興味がもちながら学べるような⽀援を⾏っています。
しっかり⾝体を動かした後に机上課題を取り⼊れ、集中できる環境を調整しています。

⾔語
コミュニケーション

興味や関⼼のある活動をお友だちと⼀緒に楽しく⾏う中で、⾔葉を聞き、⾃分からも⾔葉で発信できるように促しています。
相⼿の思いや気持ちを知り、⾃分の気持ちをうまく伝える経験を積み、友だちとのやりとりを楽しめるよう⽀援します。

⼈間関係
社会性

様々な遊びを含めた集団での活動を通じて、ルールを知り、守ることを経験し、必要に応じてルールや状況を場⾯ごとに伝えています。
困った時には⾃らヘルプを出せるよう、出し⽅やタイミングを伝えています。

家族⽀援
保護者の就労⽀援のため延⻑⽀援をします。
保護者に⽀援場⾯の観察等の機会を提供し、⼦育てに関しての相談
援助を⾏います。

移⾏⽀援 就学前相談会実施（年⻑児保護者様対象）
各関係各所と連携し、必要に応じ随時相談に対応しています。

地域⽀援・地域連携
保育所、幼稚園、⾏政との連携
南丹圏域の情報交換会
学校や他事業所との情報共有や連携を⾏います。

職員の質の向上 年間を通して各種研修会（内部・外部）を実施・参加していま
す。

主な⾏事等
・クリスマスイベント（12⽉）
・卒園児を祝う会（3⽉）  
・避難訓練（年２回）

保育所やご⾃宅への送迎を⾏っています。
※お住いの地域によっては対応できない場合があり
ます。

⽀援プログラム（参考様式）


